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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 3 3 2 4 3 3 2 1 2 3 1 5 0 0
8 * 2 12 5 5 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
11 0 0 1 0 0 0 0 3 0 2 2 0 0 0 0
22 * 0 0 5 9 1 2 4 1 4 5 0 1 0 0
23 * 5 6 2 5 6 6 3 2 3 5 2 2 0 0
32 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
37 * 0 0 10 18 8 8 1 1 7 8 0 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
10 22 24 42 18 19 15 5 20 25 3 8 2 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 7 7 12 0 0 1 1 3 4 1 4 0 0
5 0 0 1 2 3 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0
7 * 1 1 1 4 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
11 0 0 3 2 4 0 0 2 0 1 1 0 1 0 0
12 * 0 0 2 4 0 0 1 2 2 4 1 0 0 0
13 0 0 1 6 8 2 2 0 0 3 3 1 0 0 0
14 * 0 2 6 7 1 1 1 2 1 3 1 6 0 0
18 0 0 0 4 8 0 0 4 4 4 8 1 0 1 0
24 * 0 1 6 10 6 6 2 5 3 8 0 1 0 0
35 0 0 1 1 3 0 2 1 0 1 1 0 1 0 0
76 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 17 37 64 9 11 15 14 19 33 5 16 2 0

2015年度関西学生バスケットボールリーグ戦

流通科学大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点2 勝ち点2

試合ＮＯ 150

96 89

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
【総括】
今リーグ戦11日目第一試合は、互いに高い爆発力を持つ流通科学大学と同志社大学の攻撃的なチーム同士の
カードとなった。前半は、一進一退の攻防を繰り広げる中でも流科大#23龍が21得点をたたき出し流科大を引っ張り
流科大が10点リードで前半を終える。後半は流科大の流れの中で同志社は流科大に喰らい付いていったが流科大
が同志社よりオフェンス力がさらに上を行き流科大に軍配が上がった。
【第1ピリオド】
流科大#23龍の先制点のレイアップシュートで試合は幕を開けると続いて#37松本の得点、#2安藤の3Pシュートで序
盤にゲームの主導権を握る。対する同志社は流科大の攻めるようなディフェンスに苦戦を強いられてしまう。その間
も波に乗った流科大#23龍の連続3Pシュートでさらにリードを広げ、同志社も#14高山がいいプレイを魅せるも終始
流科大のペースで進み29－15で第一ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
流科大は第一ピリオドからの好調状態を維持し、対する同志社も#13下田の連続得点で流科大に離されまいとつい
ていく。その中でリズムのいいパスワークから同志社がいい流れをつくりだし点差を縮めたところで流科大がタイムア
ウトを取る。タイムアウト後に流科大#23龍のパスから#22辻がシュートを決め、同志社もパスをインターセプトし速攻を
何本も出し一進一退の攻防を繰り広げる。そこで一歩優位に立てた同志社が点差を縮めたところで終了し51-41で
流科大がリードで試合は後半へ。
【第3ピリオド】
開始から終盤まで流科大、同志社どちらも一歩も引かないオフェンスで得点を取り続け均衡状態だったが流科大が
ファウルトラブルに陥ると同志社がアグレッシブに攻め出し#35村井、#0荒谷らの連続ファーストブレイクで得点差が3
点になると流科大がたまらずタイムアウトを取った。タイムアウト後流科大#2安藤のバスケットカウントで対抗する。だ
が、終了間際に同志社#11高野がシュートを決め73-67で流科大がリードで第三ピリオドを終えた。
【第4ピリオド】
第三ピリオド同様互いに一進一退の攻防を繰り広げる中で流科大#22辻のインターセプトからのレイアップシュートで
流科大が流れを掴みかけるとすかさず同志社がタイムアウトを取った。だが流れは流科大のまま流科大の連続得点
で再び得点差が二桁になったところで同志社は後半2回目のタイムアウト。同志社がファウルトラブルでフリースロー
を許すも同志社は貪欲にゴールにアタックし続け得点を取り返していくが流科大も譲らない。このままの展開で96-
89で流科大が勝利を収めた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

鱒　勇輝(京産大)戦評古谷　栄一郎 副審 藤原　健司

記録

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2015.10.10
流通科学大学開始時間 11:00

会　　場 天理大学

松浦 慎哉 16 40

辻 直弥 11 37

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

安藤 渉 16 33

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

0 8

多々良 鮎 0 9

0 -

0 -
-

0 - -

龍 季弥 25 33
髙田 竜豪

-

0 - -

松本 真弥 28 40
0 - -

-
0 - -

合　　　計 96

0 -

200
RATE 45.5% 57.1% 94.7%

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 天田　英彦

11

荒谷 優斗 17 40

ST MINTO AS

下田 忠至 14

高野 慎也 4
川武 雅幸 5

REBOUND３Ｐ BS

改田 賢太 4 7

14
高山 竜之介 13 27

13
元田 大貴 4

村井 大陸

16

2 7

井島 啓貴 8 18
石塚 渉 18 32

15
-

0 - -
0 -

RATE 11.8%

-

0

57.8% 81.8%
200

佐藤 雄人

Team / Coach: 尾前　光昭 -
合　　　計 89

0 -
0 - -


